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2019年春シーズンの「ふるさとウォッチングin安曇野」。数え
て28回目を迎える今回は、三郷野沢地区で4月14日に開催
します。安曇野市の最南端に位置する同地区は、西に河岸
段丘を持ち、背景の北アルプスと屋敷林、古民家の対比が
美しい田園集落の姿を見せてくれる、安曇野らしさ溢れる景
観を見ることができます。
このエリアは、「安曇野ふるさと遺産」の第1号として認定さ
れ、豊かに育まれた地域の歴史文化を次の世代に引き継ぐ
ための活動を考え実践していこうとしています。まさに旬のエ
リアでのガイドウォークとなりますので、皆様お誘い合わせの
上ふるってご参加ください。（高）【別紙参照】

第42号

活動案内 ビューポイントコンテスト2023

安曇野百選プロジェクトが2012年にスタートした

風景投稿サイト「ビューポイントあづみの」。投稿数
約3000件、月間ページビュー約10000件を誇る人

気サイトとなりました。投稿写真で絵葉書を作成で
きるポストカード印刷機能も大好評です。

4回目を迎えた「ビューポイントフォトコンテスト
2023」には45作品の応募がありました。上位24作
品は特設サイトで公開すると共に、1月29日～2月
14日に安曇野市役所ロビーに展示します。また、

四季の優秀作品については、屋敷林フォーラムに
て発表します。

活動案内 安曇野屋敷林フォーラム2024

屋敷林と歴史的まちなみプロジェクトとNPO法人安曇野ふるさとづくり応援団が共催する「安曇野
屋敷林フォーラム2024」。14回目のフォーラムは、2月24日（日）13：30から穂高交流学習センターみ
らいで開催します。

今回のテーマは「安曇野の宝を子ども達へ」。2022年度長野県元気づくり支援金県知事表彰を記
念し、NPO法人安曇野ふるさとづくり応援団が2021年度から取組む「ふるさと探究～子ども達地域
探究学習」の活動理念や事例等を紹介すると共に、教育委員会の関係者等も交えたパネルディス
カッションにより、今後の課題や展開について議論を深めます。詳しくは別紙案内をご確認の上、
是非参加をお願いします。 【別紙参照】

活動案内 安曇野屋敷林フォーラム2024



【屋敷林サポーター】
安曇野の屋敷林の保全活用を目的に、2011年度に立ち上げた「屋敷林サポーター」。2018年度
よりサポーターの会費は他の活動費と区分し、全額を将来創設予定の基金準備金として積立てて
います。
2023年度の「屋敷林サポーター」の会員期限は3月末で終了します。4月以降に同封する案内を
確認の上、引き続き会員継続と活動へのご協力をお願いします。

活動報告 第33回ふるさとウォッチング

活動報告 落葉拾いボランティア

今年度の落葉拾いボランティアは、11月23日（祝）に三
郷七日市の布山家本家にて開催しました。参加者は屋
敷林サポーター4名を含む17名でした。布山家の敷地は
広大で、大量の落葉を裏庭に移動しました。高齢女性の
布山さんからは大変感謝されました。以前あった門かぶ
りの黒松が枯れてしまったのが残念です。

本家での落葉拾い終了後、信州大学梅干野研究室大
学院生の山口さんの説明で、空家となっている新宅の布
山家を見学しました。本棟造の住宅も土蔵も立派で、所
有者も今後どうするか悩んでいて有意義な活用が望ま
れます。以前は西側に大きな屋敷林があったようですが
、残念ながら隣地に住宅地ができた際、落葉が飛ぶこと
を心配されすべてを切ってしまったようです。 （場）

拾ヶ堰で栄えた穂高柏原地区にて、10月29日に33

回目となる「ふるさとウォッチング」を開催しました。参
加者20名が2班に分かれ、柏原会館を起点に日吉神

社や拾ヶ堰、屋敷林、道祖神等を訪ね歩き、楽しみな
がら地域の歴史文化を学びました。

今回は普段は非公開の本棟造古民家や敷地内のた
め池等も見学でき、秋の好天にも恵まれて満足度の高
いウォーキングとなりました。 （宮）

NPO法人安曇野ふるさとづくり応援団が主催し、屋敷
林と歴史的まちなみプロジェクトも共催しているた「ふ
るさと探究安曇野」。松本地域の2022年度の長野県元
気づくり支援金活用46事業の最優良事業として、12月
15日に県知事表彰を受けました。

また、12月20日には安曇野市役所にて安曇野市長
と懇談し、受賞の報告と今後の活動への協力をお願い
しました。 （宮）

活動報告 県知事表彰
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